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冬至も過ぎ、今年も残りわずかとなってきました。今回は、11 月に行われた本校の

進路支援に関する活動についてお知らせします。  

 

 今回の校内就業体験は、通常の作業班ではなく就業体験特設班で行いました。  
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１年生  校内就業体験（リテーナ班の取組）  

＜内容＞リテーナ  

＜リテーナ班担当教員より＞  

 10 日間、目標達成を目指し、ペースを崩さず熱

心にリテーナ作業に取り組むことができました。回

数を重ねるにつれて、自分からベルを鳴らして終了

を知らせ、教師の顔を見て報告することができるよ

うになりました。  
※リテーナとはプラスチック製の部品です。リテーナ班では

円筒にリテーナを一つずつ入れていく作業をしました。  

２年生  社会福祉法人めひの野園  ウオーム・ワーク   

やぶなみ（就労継続支援Ｂ型事業所）  

 

＜内容＞鶏卵の仕分け、トレイ並べ  

＜体験の様子  担任より＞  

 洗浄されてベルトコンベヤーで運ばれてくる鶏

卵を５種類のサイズ別にトレイに並べる作業をし

ました。素早く並べていきながらも、汚れや割れの

ある卵を仕分けることができました。  

株式会社タカギコーポレーション  

多機能型施設ジョブステーションさくら  

奥田事業所（生活介護）  

 

＜内容＞プラスチック部品の仕分け、ちらし入れ  

＜体験の様子  担任より＞  

 緊張感をもって一生懸命に取り組んでいまし

た。プラスチックの部品の仕分けなど、受託業務

を体験したり、温かい雰囲気の中で他の利用者さ

んと一緒に穏やかに過ごしたりすることができ

ました。  



中学部１・２学年の保護者を対象に進路説明会を  

実施し、多くの方に参加していただきました。  

中学部主任からは、本校の生活単元学習などを通  

した進路学習の取組と特別支援学校高等部の入学者  

選抜の仕組について、中学部教育相談担当からは、  

富山市内にある特別支援学校高等部（知的障害）の  

特色と学校見学会や学校説明会、入試の日程などの  

流れについて説明がありました。             

＜当日の資料の一部＞  

 

 

中学部進路担当からは、「高等部卒業後の進

路について」、「就労に向けた今後の学習」、「将

来に向けて身に付けたい生活スキル」の３点

について説明がありました。  

「卒業後の進路について」では通所ごとの

特色をお伝えするとともに、高等部の校外就

業体験の様子を映像で見ていただきました。  

保護者からは、「日頃から進路に向けてお手

伝いなどをしていくことが大切だと聞き参考

になった。」など、前向きな感想を多くいただ

きました。  

３年生は、卒業後の進路先として内定や内諾をもらえるように体験してきました。就

労継続支援Ｂ型事業所での就労が決定している人は、就労移行支援事業所で５日間の

アセスメントを行いました。  

 

 
３年生  第一繊維工業有限会社（一般企業）  

＜内容＞クリーニング品の仕分け、機械への投入  

＜体験の様子  担任より＞  

 洗い終わって籠に山積みになったシーツや枕カ

バー等を１枚１枚、丁寧にしわを伸ばして、ベルト

コンベヤー式の機械に置くことができました。立ち

仕事でしたが、疲れも見せず最後までスピードが落

ちることなく集中して取り組むことができました。 

特定非営利活動法人 TEAM appreciate 

ジョブスクールさくらだに（アセスメント）  

 

＜内容＞ＰＣ入力、プラグ組み立て、掃除など  

＜体験の様子  担任より＞  

午前と午後では違う仕事でしたが、職員の説明

をよく聞いて一生懸命に取り組むことができま

した。ＰＣ入力では、一文字一文字を正確に読み

取って、ワープロソフトで正しく入力することが

できました。  

 

 

＜当日の資料の一部＞  

 

 

＜当日の資料の一部＞  

 


